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体）の 3 地体に区分される． 
（2）これら 3 地体は，構造配置として形成年代の古い超丹波帯が上位に，三畳紀中世堆積岩複合
体が中位に，形成年代の新しい丹波帯が下位に位置し，ナップ群をなす．また，超丹波帯を構成する
4つのコンプレックスや丹波帯を構成する6つのコンプレックスも構造的上位から下位へ形成年代の
若化極性を示し，ナップ群をなす． 
（3）各地体の岩相（緑色岩類・チャートなどの海洋性岩体を含む複合体）と地質構造（年代極性
をもつナップ群）の特性は，それらが付加複合体であることを示す． 
これらの研究結果に基づいて，超丹波帯，三畳紀中世堆積岩複合体，丹波帯がペルム紀中世から白
亜紀最初期にかけて，東アジアの東縁部においてほぼ定常的かつ段階的に付加複合体として形成され
たと考察した．また，各地体の岩相と復元層序からペルム紀新世〜三畳紀中世にかけて．当時の沈み
込み帯に海嶺が接近した可能性を指摘した． 
本論文で明らかにされた上記の検討結果と考察内容は，日本列島の先白亜紀地質体に関する新たな
実態を示すだけでなく，東アジア東縁部の中・古生代テクトニクスに新たな知見を提示し，テクトニ
クス分野に大きく貢献するものである．よって，本論文は博士（理学）の学位を授与するに値すると
審査した． 
 
